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１　

条
例
制
定
に
至
っ
た
背
景

（
１
）
背
景

近
年
、気
温
の
上
昇
や
大
雨
の
頻
度
の
増
加
な
ど
、

気
候
変
動
が
各
地
で
進
行
し
て
お
り
、
今
後
更
に
進

行
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
よ
る
生
態
系
へ
の
影
響
や
食
品

ロ
ス
な
ど
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
２
０
５
０
年
ま
で
に
解
決
し
、

災
害
に
強
く
、
持
続
可
能
な
社
会
を
構
築
す
る
と
と

も
に
、
県
民
の
幸
福
度
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
県
で

は
、
２
０
１
９
年
12
月
に
、
２
０
５
０
年
に
向
け
た

「
ぐ
ん
ま
５
つ
の
ゼ
ロ
」（
①
「
自
然
災
害
に
よ
る
死

者
ゼ
ロ
」
②
「
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
ゼ
ロ
」
③
「
災

害
時
の
停
電
ゼ
ロ
」
④
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
ゼ
ロ
」

⑤「
食
品
ロ
ス
ゼ
ロ
」）を
宣
言
し
ま
し
た
。
こ
の「
ぐ

ん
ま
５
つ
の
ゼ
ロ
宣
言
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
成
長
戦
略
と

位
置
付
け
、
経
済
と
環
境
が
好
循
環
す
る
社
会
を
構

築
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
本
県
は
、
長
い
日
照
時

間
や
豊
富
な
水
資
源
、
森
林
資
源
な
ど
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
恵
ま
れ
、
ま
た
、
自
動
車
産
業

を
は
じ
め
と
す
る
高
い
技
術
力
を
持
つ
産
業
が
集
積

す
る
な
ど
、
気
候
変
動
対
策
と
経
済
成
長
と
を
両
立

さ
せ
る
上
で
大
き
な
可
能
性
を
有
し
て
い
る
と
考
え

て
い
ま
す
。こ
う
し
た
本
県
が
持
つ
強
み
を
活
か
し
、

県
民
の
総
力
を
結
集
し
て
２
０
５
０
年
に
向
け
た

「
ぐ
ん
ま
５
つ
の
ゼ
ロ
宣
言
」
を
実
現
す
る
た
め
、

先進・ユニーク条例【解説】

　群馬県は、「2050年に向けた『ぐんま５
つのゼロ宣言』実現条例」を制定した（条例
第４号として、令和４年３月15日公布、同
日及び同年４月１日、10月１日、令和５年
４月１日施行）。
　群馬県では、2050年までに、災害に強く、
持続可能な社会を構築するとともに、県民の
幸福度を向上させるため、令和元年12月、
「ぐんま５つのゼロ」を宣言した。この宣言
を実現するために、温室効果ガス排出量の削
減策や再生可能エネルギーの導入促進策など
を盛り込んだ同条例を制定した。

本
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

（
２
）
条
例
制
定
の
経
過

①
関
係
者
等
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト

条
例
制
定
に
当
た
っ
て
は
、
国
や
他
自
治
体
の
動

向
も
参
考
と
し
つ
つ
、
関
係
団
体
等
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
な
ど
を
実
施
し
、
専
門
的
な
視
点
や
実
情
を
踏
ま

え
た
ア
ド
バ
イ
ス
・
御
意
見
等
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
条
例
概
要
案
を
作
成
し
、
群
馬
県
環
境
審

議
会
に
説
明
の
上
、
令
和
３
年
12
月
か
ら
令
和
４
年

１
月
に
か
け
て
、
条
例
概
要
案
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で

は
、
基
本
理
念
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導

群馬県

２
０
５
０
年
に
向
け
た「
ぐ
ん
ま
５
つ
の

ゼ
ロ
宣
言
」実
現
条
例

群
馬
県
知
事
戦
略
部
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
課
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組
を
促
す
た
め
、
一
定
規
模
以
上
の
建
築
物
（
以
下

「
特
定
建
築
物
」
と
い
う
。）
を
新
築
、
増
改
築
し
よ

う
と
す
る
者
（
以
下
「
特
定
建
築
主
」
と
い
う
。）

に
対
し
て
、「
特
定
建
築
物
排
出
量
削
減
計
画
」
を

作
成
し
、
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
規

定
を
設
け
て
い
ま
す
。

③
地
域
と
調
和
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

促
進
に
つ
い
て

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
、
追
加
電
源
の
確
保

や
災
害
時
の
電
力
供
給
に
加
え
、
国
際
的
な
流
れ
を

受
け
て
製
造
過
程
等
に
お
け
る
脱
炭
素
化
の
取
組
を

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
か
ら
求
め
ら
れ
る
県
内
企
業
の

生
き
残
り
の
手
段
の
一
つ
と
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的

と
し
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
に
つ

い
て
、
規
定
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
特
定
建

築
主
に
対
し
て
、
特
定
建
築
物
へ
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
設
備
の
導
入
を
義
務
付
け
る
と
と
も
に
、
計

画
的
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導
入
を
促
す

た
め
、
特
定
建
築
物
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
等

導
入
計
画
を
作
成
し
、
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
を
義

務
付
け
る
規
定
を
設
け
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
特
定

建
築
物
の
設
計
時
に
、
建
築
の
専
門
家
で
あ
る
建
築

士
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導
入
等
に
つ

い
て
説
明
い
た
だ
く
こ
と
で
、
特
定
建
築
主
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
導
入
に
関
す
る
意
識
醸
成
な

ど
が
図
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
、
特
定
建
築

入
義
務
付
け
、
施
行
日
に
関
す
る
事
項
な
ど
延
べ
69

件
の
御
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。
県
で
は
、
頂
い
た
御

意
見
を
踏
ま
え
、
条
例
概
要
案
を
見
直
し
、
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る
と
と
も
に
、
条
文
案
を
作
成

し
ま
し
た
。

②
県
議
会
で
の
審
議

本
条
例
の
制
定
に
当
た
っ
て
は
、
令
和
４
年
第
１

回
定
例
会
に
条
例
案
を
上
程
し
、
県
議
会
の
審
議
を

経
て
、
令
和
４
年
３
月
８
日
に
原
案
の
と
お
り
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
、
同
年
３
月
15
日
に
公
布
し
ま
し
た
。

２　

条
例
の
概
要

本
条
例
は
、
群
馬
県
地
球
温
暖
化
防
止
条
例
に
、

「
ぐ
ん
ま
５
つ
の
ゼ
ロ
宣
言
」
の
実
現
に
向
け
た
取

組
に
関
す
る
規
定
を
加
え
、
新
た
に
、
２
０
５
０
年

に
向
け
た
「
ぐ
ん
ま
５
つ
の
ゼ
ロ
宣
言
」
実
現
条
例

と
し
て
制
定
し
た
も
の
で
、
前
文
及
び
全
87
条
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
本
条
例
の
制
定
に
伴
い

群
馬
県
地
球
温
暖
化
防
止
条
例
は
廃
止
し
ま
し
た
。

（
１
）
目
的
・
基
本
理
念

本
条
例
は
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
、
気
候
変
動
適

応
及
び
循
環
型
社
会
の
形
成
に
関
し
、
基
本
理
念
を

定
め
、
県
、
事
業
者
、
県
民
等
の
責
務
を
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
、
気
候
変
動
対
策
等
に
関
し
必
要
な

事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
に
強
く
、
持
続
可

能
な
社
会
を
構
築
し
、
県
民
の
幸
福
度
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
基
本
理
念

と
し
て
、
気
候
変
動
対
策
等
は
、
県
、
市
町
村
、
事

業
者
、
県
民
及
び
民
間
団
体
の
密
接
な
連
携
の
下
に

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

（
２
）
主
な
内
容

①
気
候
変
動
へ
の
適
応
、
災
害
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
強

化本
県
に
お
け
る
気
候
変
動
適
応
に
関
す
る
施
策
を

推
進
し
、
災
害
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
強
化
と
し
て
、
県

土
の
強
靭
化
に
向
け
た
防
災
及
び
減
災
に
資
す
る
取

組
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
自
助
、
共
助
、
公
助
を

基
本
と
し
た
地
域
防
災
力
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
な

ど
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

②
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
の
削
減

事
業
活
動
に
伴
う
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減

を
計
画
的
に
進
め
て
い
く
た
め
、
従
前
の
群
馬
県
地

球
温
暖
化
防
止
条
例
の
内
容
を
引
き
継
ぎ
、
事
業
活

動
に
伴
う
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
量
が
一
定
量
以

上
の
者
に
対
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
削
減
計

画
を
作
成
し
、
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
を
義
務
付
け

る
規
定
を
設
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、建
築
物
を
新
築
、

増
改
築
す
る
際
に
、
建
築
物
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
等
を
計
画
的
に
実
施

し
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
削
減
等
に
資
す
る
取
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物
の
設
計
者
に
対
し
て
、
特
定
建
築
主
へ
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
等
の
導
入
に
係
る
説
明
を
義
務

付
け
る
規
定
を
設
け
て
い
ま
す
。

④
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
排
出
抑
制
等

環
境
中
に
排
出
さ
れ
る
と
生
態
系
に
深
刻
な
被
害

を
も
た
ら
す
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
減
ら
す
た
め
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
分
別
や
そ
の
再
資
源
化
に
加

え
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
生
産
か
ら
流
通
、
消
費
、
廃

棄
、
再
資
源
化
に
至
る
ま
で
の
資
源
循
環
の
構
築
を

図
り
、
環
境
中
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
排
出
さ
れ

な
い
よ
う
に
努
め
る
こ
と
な
ど
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

⑤
食
品
ロ
ス
の
削
減

食
品
ロ
ス
の
削
減
を
総
合
的
か
つ
効
果
的
に
推
進

す
る
た
め
、
広
く
「M

O
T
T
A
IN
A
I

の
心
」
の
醸

成
を
図
り
つ
つ
、
関
係
者
と
連
携
し
、
未
利
用
食
品

等
を
提
供
す
る
た
め
の
活
動
な
ど
、
地
域
の
特
性
に

応
じ
た
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
や
普
及
啓
発
を
講
ず

る
こ
と
な
ど
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

３　

今
後
の
展
望
等

本
条
例
は
、施
行
日
が
、令
和
４
年
３
月
15
日
（
公

布
日
）、令
和
４
年
４
月
1
日
、令
和
４
年
10
月
1
日
、

令
和
５
年
４
月
1
日
と
４
段
階
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。
本
条
例
の
円
滑
な
施
行
に
向
け
て
は
、
新
た
に

義
務
付
け
を
す
る
規
定
を
中
心
に
十
分
な
周
知
が
必

要
と
考
え
、
特
定
建
築
物
に
関
す
る
各
種
計
画
の
作

成
、
設
計
者
に
よ
る
特
定
建
築
主
に
対
す
る
説
明
義

務
な
ど
は
、
令
和
４
年
10
月
1
日
施
行
、
特
定
建
築

物
に
対
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導
入
義

務
な
ど
は
令
和
５
年
４
月
1
日
の
施
行
と
し
て
い
ま

す
。
今
後
、
説
明
会
の
開
催
等
に
よ
り
、
関
係
す
る

団
体
等
へ
の
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
等
の
導
入
に

当
た
っ
て
の
支
援
策
と
し
て
、
県
内
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
設
備
等
の
導
入
を
対
象
と
す
る
長
期
・
低

利
の
制
度
融
資
を
設
け
る
こ
と
や
、
共
同
購
入
事
業

と
し
て
、
県
と
協
定
を
締
結
し
た
支
援
事
業
者
が
太

陽
光
発
電
設
備
等
の
購
入
希
望
者
を
募
り
、
一
括
発

注
す
る
こ
と
で
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
働
か
せ
設
備

等
導
入
時
の
初
期
費
用
を
低
減
さ
せ
る
取
組
な
ど
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。

加
え
て
、
本
条
例
で
は
、
施
行
後
３
年
を
目
途
と

し
て
、国
内
外
の
動
向
や
技
術
革
新
な
ど
を
勘
案
し
、

規
定
に
つ
い
て
の
検
討
及
び
必
要
な
措
置
を
講
ず
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
３
年
後
の
見
直
し
に
向
け
、
本

条
例
に
お
け
る
規
定
の
対
象
範
囲
の
拡
充
等
を
含

め
、
今
後
し
っ
か
り
と
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

本
条
例
に
関
す
る
取
組
を
着
実
に
実
行
し
て
い
く

こ
と
で
、「
ぐ
ん
ま
５
つ
の
ゼ
ロ
宣
言
」
を
実
現
し
、

県
民
の
幸
福
度
が
向
上
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

先進・ユニーク条例



自治体法務研究 2022・秋◆ 68

2050年に向けた「ぐんま５つのゼロ宣言」

食品ロス 「ゼロ」宣言５

プラスチックごみ 「ゼロ」宣言４

災害時の停電 「ゼロ」宣言３

温室効果ガス排出量「ゼロ」宣言２

自然災害による死者「ゼロ」宣言１

• 群馬県地球温暖化防止条例に、脱炭素社会の実現、気候変動適応及び循環型社会の形成を
加え、2050年に向けた「ぐんま５つのゼロ宣言」を実現するための条例として制定。
（令和４年３月15日公布）

• 再生可能エネルギー設備の導入義務化をはじめとした再生可能エネルギーの導入促進につ
いて新たに規定。

• 「ぐんま５つのゼロ宣言」を条例に位置付け、本県行政の方向性を示すとともに、施策の
継続性・予見可能性を高めて取組を加速させる。

2050年に向けた「ぐんま５つのゼロ宣言」実現条例について

○条例の主な内容

※本条例の制定に伴い、群馬県地球温暖化防止条例を廃止。

（１）気候変動への適応
（２）温室効果ガスの排出の量の削減

（３）再生可能エネルギーの導入促進

（４）プラスチックごみの排出抑制
（５）食品ロスの削減

• 一定規模以上の建築物（特定建築物）を新築、増改築しようとする者（特定建築主）に特定建築物
排出量削減計画の提出・報告を義務付け、その内容を知事が公表。

• 一定量以上の温室効果ガスを排出する者（特定排出事業者）に排出量削減計画の提出・報告を義務
付け、その内容を知事が公表。

• 特定建築主に再生可能エネルギー設備の導入及び再生可能エネルギー設備等導入計画の提出・報
告を義務付け、計画の内容を知事が公表。

• 特定建築物の設計者に特定建築主に対する再生可能エネルギー設備導入等に係る説明を義務付け。
• 特定排出事業者に再生可能エネルギー導入計画の提出・報告を義務付け、その内容を知事が公表。

図表１　ぐんま５つのゼロ宣言

図表２　条例の主な内容


